
「柏崎の橋」 

３１ 青海川橋 

青海川橋は青海川駅を出て、県道田屋・青海川

停車場線を柏崎さけのふるさと公園に向かう、谷

根川に架かる橋である。 

橋名は「おおみがわばし」だが、地名は「おう

みがわ」であり「群書類従」第１８輯に収められ

た文明１８年（１４８６）の紀行文「廻国雑記」

に地名「あふみ（現代の読みで、おうみ）川」と

見える。 

昭和４７年３月に竣工した橋は鉄筋コンクリー

ト造で長さ２０ｍ、幅６ｍ、総工費約１，５００

万円。それまで架かっていた木橋の老朽化により、

約３０ｍ下流に架け替えられたものである。 

地元の方によると、木橋であった頃は水上がり

した時に流木などが橋にひっかかり、川がせき止

められて付近が水浸しになったので、新しい橋は

土台を高くし、流れてきたものが橋にひっかかり

にくいようにしたという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青海川駅が最寄り駅である柏崎国民休養地は、

都会で生活する人たちが自然と触れ合うことを目

的に昭和４８年１０月着工され、昭和５０年７月

にオープン。県内でも有数の景勝地にあるキャン

プ場で、県内外からキャンプや周辺観光を楽しむ

人たちが訪れる。青海川橋と青海川駅跨線橋は、

鉄道を利用して国民休養地を訪れる際の表玄関と

なるものであり、昭和４７年４月１５日の渡り初

め式は、青海川駅の跨線橋・青海川橋・赤岩橋の

青海川地区三橋合同で行われた。 

「日本一海に近い駅」と言われ、潮の香り漂う

青海川駅を降り、柏崎国民休養地へ向かう人たち

にとって、頭上の赤い米山大橋と緑の山々、そし

て青海川橋を望む風景は、印象に残るものだろう。 
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